
 

  

令和５年３月 

静岡県農地局農地計画課 

ふじのくに          

「田んぼダム」導入マニュアル 



 

近年の気候変動の影響による水災害の頻発化・激甚化を踏まえ、従来の河川

管理者が主体となって行う河川整備等の対策に加え、あらゆる関係者が協働

して、流域全体で行う「流域治水」の取組が始まりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その中で、水田や農業用ダム、ため池、排水施設等の農地・農業水利施設に

ついては、その多面的機能を活かした取組が求められています。 

特に水田は、食料を生産する本来の機能に加え、雨水貯留機能（大雨の際に

雨水を一時的に貯留し、時間をかけてゆっくりと下流に流すこと）を有してい

ることから、その機能を人為的に強化する「田んぼダム」の取組が全国的に注

目されています。 

 「田んぼダム」は、大規模な施設を造成する必要がなく、安価で、すぐに効

果が発揮できることが大きな特徴ですが、営農しながら取り組むことから、農

業者はもちろん、土地改良区や行政機関、地域住民等の理解と協力が必要不可

欠となります。 

 

  本マニュアルは、農業者を含む関係者が「田んぼダム」の取組に対する理

解を深め、安心して取り組むことができるよう留意点等をまとめたものです。

導入検討の一助になれば幸いです。 

 

はじめに 

◆図１ 静岡県における時間雨量 50mm 以上の 

降雨発生回数 

◆図２ 流域治水の考え方 
出典：「流域治水」の基本的な考え方 

（国土交通省水管理・国土保全局） 
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（１）「田んぼダム」とは 

 「田んぼダム」とは、水田の排水桝に流出量を抑制するための堰板や小さな穴の開いた

調整板などの器具（以下、「流出量調整器具」という）を取り付けることで、水田に降っ

た雨水を、時間をかけてゆっくり排水し、水路や河川の水位の上昇を抑えることで、取組

地域や下流域の湛水被害リスクを低減するための取組です。 

 

 

   水田の排水桝に流出量調整器具を設置する「取組」であり、ダムや遊水池のような

「施設」ではありません。 

取組を継続することで、効果を発揮し続けることができるため、継続して行われる

仕組み作りが重要です。 

 

 

   水田に降った雨を一時的に貯留する取組であるため、他で降った雨を引き入れるも

のではありません。 

 

 

   作物の生産に影響を与えない範囲で、農業者の理解・協力を得て実施する取組であ

るため、中干し期間中や大豆・麦などの湛水の影響を大きく受ける作物を作付けする

水田では実施できません。 

また、農作業への影響や取組の労力を極力なくす工夫が欠かせません。 

 

（２）「田んぼダム」の仕組み 

 水田の排水口を絞ることで、大雨時の流出量を人為的に抑制し、雨水の一部を水田に貯

留します。こうすることで、水路や河川の水位上昇を抑制します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１．概要 

◆図３ 「田んぼダム」の排水イメージ 
出典：「田んぼダム」の手引き（農林水産省） 

◆写真１ 「田んぼダム」による流出抑制 
出典：宮城県ＨＰ 

ポイント１ 「施設」ではなく「取組」 

ポイント２ 水田に降った雨を貯留 

ポイント３ 営農に影響を与えない範囲で実施 

- 1 -



なお、大雨の際、水田の水位が徐々に上がりますが、一定の高さを超えた場合は、流出

量調整器具を越流して、通常どおり速やかに排水されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）「田んぼダム」に必要なもの 

１）十分な高さのある堅固な畦畔 

雨水を一時的に貯留するためには、十分な高さのある堅固な畦畔が必要です。 

〇断面は上幅 30cm、高さ 30cm、法面勾配１：１程度の台形を標準とします。 

〇取組地区の事情を踏まえ、コンクリート畦畔等を採用する場合は、個別の検討が

必要です。 

 

２）貯留した雨水を迅速に排水できる排水桝 

   営農への影響を考慮し、貯留した雨水を速やかに排水できる排水桝が必要です。 

   〇排水桝の敷高は、田面より５～10cm 下げる必要があります。裏作等を行う水

田においては、敷高をさらに低く 15～20cm 下げる必要があります。 

 

３）想定する降雨や排水桝に合った流出量調整器具 

   適切な堰板や調整板を選定する必要があります。 

   〇様々なタイプの器具が販売されています。（自作することも可能） 

 

 

  

◆図４ 水田水位の変化（シミュレーション） 
出典：「田んぼダム」の手引き（農林水産省） 

時間 70mm 以上の降

雨でも、「田んぼダ

ム」に取り組む水田の

水位は十数 cm です 

 
※流出量調整器具の種類

や設置状況等により異

なる場合があります 
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 「田んぼダム」には「機能分離型」と「機能一体型」の２種類があります。 

 機能分離型 機能一体型 

構造  

 

 

 

対象降雨 大規模な降雨で貯留 

（小規模降雨では貯水しない） 

小規模な降雨から貯留 

（大規模降雨では効果が小さくなる） 

排水時間 一体型より短時間で排水 分離型より排水に時間がかかる 

器具 板を２枚設置できる排水桝又は専用

の器具（※）が必要 

一般的な排水桝に設置 

営農への

影響 

中干し等、水田を乾かす際も器具を

取り外す必要がない（営農への影響

が小さい） 

中干し等、水田を乾かす際、営農へ

の影響が想定される場合には、一時

的に堰板を外すことも想定される 

※一般的な既設排水桝を活用できる流出調整板が販売されています 

 

 

  

２．種類 

出典：「田んぼダム」の手引き（農林水産省） 

静岡県袋井市 

【雨水貯留機能】 

【水管理機能】 

【水管理機能】【雨水貯留機能】 

兼用 

新たな管理手間が極力生じない、営農への影響が小さいタイプを選定する必要が

あります 

⇒まずは「機能分離型」の導入を検討しましょう 

ただし、地区ごとの事情等を踏まえ、「機能一体型」の導入を妨げるものではあ

りません 
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（１）対象水田の選定 

  １）考慮すべき条件 

   〇流域治水プロジェクト等の治水対策に関する計画に位置付けられた地域 

   〇ほ場整備等の土地改良事業が実施された地域 

 ＝大区画ほ場や排水路が整備済み等の優良農地 

〇湛水被害が見込まれる地域又はその上流域 

〇河川流域の中流から上流域 

    ＝周辺又は下流域に保全対象（住宅や公共施設等）がある地域 

   〇多面的機能支払交付金取組地域 

 ＝適切かつ継続した維持管理が期待、交付金の加算措置あり 

 

  ２）考慮することが望ましい条件 

〇流域における水田面積の割合が大きい地域 

※水田面積の割合が大きくなるほど、河川等におけるピーク流量の抑制効果が大

きくなります。（割合が小さい場合でも「田んぼダム」の効果はあります。こ

の場合は、地域全体で複合的な取組を検討してください） 

※分散した水田の場合、「田んぼダム」の効果が小さくなるため、地域全体での

複合的な取組を検討してください。 

   〇湛水する水田面積の割合が小さい地域 

※降雨により常時又は頻繁に湛水する水田は「田んぼダム」の効果があまり期待

できません 

※湛水深が水田の畦畔を超えてしまうと「田んぼダム」は機能しません 

〇下流河川の背水の影響を受けない地域 

※低平水田地帯において、背水により排水路水位が上昇し、排水路から水田への

逆流、畦畔からの越流等が生じてしまうと「田んぼダム」は機能しません 

 

３）選定方法 

静岡県水土里情報 WebGIS（以下、「水土里 GIS」という）に【「田んぼダ

ム」管理システム】を搭載しました。以下の情報を登録してありますのでご活用く

ださい。 

 

 

 

 

３．地区選定と取組の流れ 
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【水土里 GIS レイヤ構成】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【水土里 GIS 登録情報】 

レイヤ名 GIS 登録状況 備 考 

06-100～ 

筆ポリゴン 

 

「田（現況）」のみ 

表示(フィルタ設定) 

出典：農林水産省統計部 

14-004 

ほ場整備事業 

 

14-005 

土地改良総合整備事業 

 

水土里 GIS 既存データ 

08-20-032 

洪水浸水区域 

 

洪水浸水想定区域（想

定最大規模） 

 

水土里 GIS 既存データ 
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レイヤ名 GIS 登録状況 備 考 

08-20-023 

DID 区域 

 

水土里 GIS 既存データ  

10-011 

流域分割図 

（土木防災課）

_R04 

 

出典：静岡県交通基盤部 

（河川砂防局土木防災課） 

10-012 

河川ナビ 

（河川企画課）

_R04 

 

出典：静岡県交通基盤部 

（河川砂防局河川企画課） 

10-001 

「田んぼダム」候補

地_R04 

 

各農林事務所選定区域 

10-002 

多面的活動組織 

（アンケート）

_R04 

 

多面的機能支払交付金

取組組織エリア 

※アンケート結果を登録 

※回答別に主題図設定 
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（２）取組の流れ 

 

 

〇GIS の活用（P4 ３（１）３）参照）や多面的機能支払交付金活動組織との

打合せ等により、候補地域を選定します。 

〇流域治水プロジェクト等に位置付けのある地域を優先的に検討します。 

 ※取組による効果（被害軽減箇所等）を検討し、明確化します。 

※まとまった面積で取り組むことで効果が期待できます。 

〇農業者をはじめ、市町や土地改良区、多面的機能支払交付金活動組織等と話し

合いを行い、合意形成を図ります。  

 

 

    〇排水桝や畦畔の状況を確認します。 

     ※従来よりも多くの雨水を一時的に貯留する必要があるため、畦畔の高さや漏

水の有無、排水桝の形状や損傷状況等を確認します。（基盤整備の必要性確認） 

    〇下流の排水路の状況も併せて確認します。 

 

 

    〇「機能分離型」と「機能一体型」のどちらにするか検討します。 

    〇現地調査の結果を踏まえ、排水桝の更新又は既設利用を検討します。 

     ※まずは「機能分離型」の採用を検討しましょう。 

     ※既存排水桝を「機能分離型」として活用できる器具があります。 
 

  
 

 

      〇受益面積や整備内容を取りまとめ、活用事業を検討します。 

       ※効果算定が可能な事業もあるため、上手に活用しましょう。 

 

 

 

    〇流出量調整器具を設置するとともに、関係者に注意事項等を説明します。 

 

 

    〇多面的機能支払交付金（加算措置）の活用を検討しましょう。 

〇定期的な畦塗りや草刈り、水管理にあわせた流出量調整器具の点検（ゴミ詰ま

り、破損等）等を実施します。 

※畦畔の強度低下を防ぐため、強い除草剤の使用は控えましょう。 

１）取組箇所の検討 

２）現地調査 

３）流出量調整器具の選定 

４）基盤整備事業の実施 

５）流出量調整器具の設置 

６）取組の継続 

排水桝の更新や畦畔の再構築等、基盤整備が必要な場合 
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 「田んぼダム」の導入効果については、令和４年度に静岡県で実施した実証実験結果を

はじめ、他県事例等、以下のとおりです。 

 ※導入効果は、河川流域における取組面積の割合や現地状況等により異なります。 

 

（１）令和４年度県内実証実験における導入効果 

１）概要 

県内における導入効果や取組農業者の意見を把握するため、令和４年度に３地域

約 13ha の水田において実証実験を行いました。 

地域 実証面積 実証内容 

袋井市 9.6ha 解析ソフト（iRIC）を用いた湛水シミュレーション 

浜松市 0.8ha 水田（実証ほ場、慣行ほ場）水位の観測 

「田んぼダム」貯留効果の検証 三島市 2.3ha 

 

２）結果 

①袋井市【流域面積 1.12km2、水田面積 36.9ha(33%)、実証面積 9.6ha(９%)】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  〇水田水位が慣行ほ場の約２倍（20cm 程度の貯留） 

  〇慣行ほ場に比べ 270m3/ha 多く貯留 

  〇慣行ほ場に比べ排水量を約 50%カット 

  〇台風 15 号においては排水路流量が大きくなり「田んぼダム」の効果は相対的に減少  

４．導入効果 

⇒貯留効果が約２倍 

令和５年７月９日〜10日降雨 

⇒幹線排水路の最高水位を２cm 低減 
（下流の浸水被害軽減に寄与） 
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②三島市 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③浜松市 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇ピーク時の水田水位差は約１cm 
 ピーク後も水田貯留により流出量を抑制 
〇水田貯留により流出量のピークを後ろ倒し 
 
 

排水路の水位上昇抑制に寄与 

〇ピーク時の水田水位差は約３cm 
 ピーク後も水田貯留により流出量を抑制 
 
 

排水路の水位上昇抑制に寄与 
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（２）一般的な導入効果 

「田んぼダム」の雨水貯留機能により、排水路の水位（流量）の急上昇を抑制し、排水

量のピークを削減できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

畦畔高が３０ｃｍで、通常の水田に比べ１０ｃｍ多い貯留を見込むと、県内の水田面積

21,500ha で総貯留量は 2,150 万ｍ３となります。 

ダム名 有効貯水量 総事業費 「田んぼダム」効果額 

都田川ダム 1,034 万ｍ３ 128 億円 256 億円（約２個分） 

原野谷川ダム 121 万ｍ３ ７億円 124 億円（約 18 個分） 

※都田川ダムについては、農水・上水を含む 

 

（３）他県事例における導入効果 

１）水田からの流出量抑制効果 

    水田からの流出量抑制効果は一定ではなく、畦畔の状況や流出量調整器具、雨の

降り方等により異なります。他県の事例として、「田んぼダム」を実施していない

場合に比べ、流出量のピークを 73％抑制する効果が確認されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆図５ 「田んぼダム」の効果イメージ 

◆図６ 水田からの流出量抑制効果 
出典：「田んぼダム」の手引き（農林水産省） 
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    また、「田んぼダム」は規模の小さい降雨から大きい降雨まで、様々な規模の降

雨に対して効果を発揮します。 

大規模な降雨に対しては、「機能分離型」がより大きな効果を発揮できると考え

られます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）排水路流量の抑制効果 

    「田んぼダム」に取り組んだ水田からのピーク流出量を抑制することで、排水路

や河川の水位上昇を抑制する効果に繋がります。他県の事例として、「田んぼダ

ム」を実施することで、排水路の水位上昇を７cm 抑制することが確認されていま

す。シミュレーションによる流量抑制効果は以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シミュレーション条件】 

     流域面積 1,015ha 水田面積率 38% 「田んぼダム」実施率 100%機能分離型 

 

  

◆図７ 水田からの流出量抑制効果（シミュレーション） 
出典：「田んぼダム」の手引き（農林水産省） 

◆図８ 排水路流量の抑制効果（シミュレーション） 
出典：「田んぼダム」の手引き（農林水産省） 

74％抑制 

78％抑制 

85％抑制 

36％抑制 

86％抑制 

21％抑制 
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 「田んぼダム」は、営農に影響を与えない範囲で、農業者の協力を得て実施する取組で

あり、取組を継続するには、農作業への影響や取組の労力を最小限にするための工夫が欠

かせません。 

 

 

 

 

（１）水稲の収量・品質への影響 

 「田んぼダム」の実施により、畦畔の範囲内（30cm 程度）で雨水を貯留しても、水

稲の品質や収量には影響を与えません。 

  〇P2 図４に示したとおり、「田んぼダム」を実施した場合のシミュレーション結果

より、数十年に１度あるような大雨時でも水田の水位は十数 cm 程度です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇生育に最も影響がある穂ばらみ期から出穂期について、草丈が 30cm 以上となっ

ているため、穂が冠水することはありません。 

〇営農優先の取組のため、湛水に弱い作物（麦や大豆、露地野菜等）を作付けする際

は「田んぼダム」を行いません。 

５．営農への影響 

中干しや稲刈り前等、水田を乾かす必要がある時期は、流出量調整器具を取り外し

て問題ありません。 

※営農への支障がない範囲での取組です。 

◆図９ 水田の許容湛水深と継続期間 
出典：水田の貯留機能向上のための生育段階別の 

適正湛水管理標準作業手順書（農研機構） 
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【令和４年度実証実験結果】 

実施いただいた農業者への聞き取りより、収量が落ちるなどの被害はありませんで

した。 

◆図 10 収量への影響 
出典：「田んぼダム」の手引き（農林水産省） 

◆図 11 タンパク質含有率への影響 
出典：「田んぼダム」の手引き（農林水産省） 

◆図 12 堰板設置の影響（アンケート調査結果） 
出典：「田んぼダム」の手引き（農林水産省） 
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（２）管理労力への影響 

 「田んぼダム」の取組を実施することにより、流出量調整器具の取り付けやゴミの除去

など労力がかかるのではないかとの懸念がありますが、大きな影響はないと考えられま

す。 

  〇排水桝の整備や流出量調整器具の選定により、管理労力を最小化することは可能で

あり、取組の継続にはそのような工夫が重要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【令和４年度実証実験結果】 

実施いただいた農業者への聞き取りより、概ね「田んぼダム」取組によるデメリ

ットはなかったとの回答でした。 

（１者は「堰板の設置により、日常の見回りの増加、降雨時の確認が増えた」との

回答でした） 

◆図 13 「田んぼダム」を実施しなかった水田に対する実施水田の作業時間の割合 
出典：「田んぼダム」の手引き（農林水産省） 

◆図 14 「田んぼダム」によるデメリット（アンケート調査結果） 
出典：「田んぼダム」の手引き（農林水産省） 
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（１）取組を始めるための費用 

１）排水桝及び流出量調整器具の設置              （税抜）                        

 機能分離型 機能一体型 

素材 ①ｺﾝｸﾘｰﾄ製 ②樹脂製 ③ｺﾝｸﾘｰﾄ製 ④樹脂製 
⑤ｺﾝｸﾘｰﾄ製 
（既設桝） 

メーカー ケンチ 東北興商 トーヨー産業 トーヨー産業 トーヨー産業 

排水桝 11,200 19,000(※) 8,900 3,520 － 

調整板 
上段：樹脂製 

下段：木 製 

4,400 

－  
－ 

11,170 

6,200 

3,260 

2,940 

5,330 

4,900 

塩ビ管人力布設 2,740 2,968 3,425 2,740 － 

桝設置費用 830 351 830 351 － 

土  工 2,749 3,012 3,096 2,470 － 

計 
上段：樹脂製 

下段：木 製 

21,919 

－  

25,331 

－ 

27,421 

22,451 

12,341 

12,021 

5,330 

4,900 

※調整板（樹脂製）を含む 

①機能分離型（コンクリート製）            ②機能分離型（樹脂製） 

 

 

 

 

 

③機能一体型（コンクリート製）     ④機能一体型（樹脂製） 

 

 

 

 

 

 

⑤既設田区排水桝に 

水位調整板のみ設置（コンクリート製） 

 

 

６．取組にかかる費用 
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２）畦畔の再構築 

①畦畔工（バックホウ） 

項 目 規 格 数 量 単 位 単 価 金 額 

掘  削 ﾊﾞｯｸﾎｳ 0.8 ㎥ 24.00 ㎥ 1,154 27,696 

法面整形 ﾊﾞｯｸﾎｳ 0.8 ㎥、締固有 84.85 ㎡ 657 55,746 

水平面整形 ﾊﾞｯｸﾎｳ 0.8 ㎥、締固有 50.00 ㎡ 657 32,850 

計 
  116,292 

100ｍあたり 1,163 

②畦畔工（小規模バックホウ＋人力盛土） 

項 目 規 格 数 量 単 位 単 価 金 額 

掘  削 ﾊﾞｯｸﾎｳ 0.45 ㎥ 24.00 ㎥ 1,129 27,096 

人力盛土 人力タコ 24.00 ㎥ 3,385 81,240 

畦畔整形工 ﾊﾞｯｸﾎｳ 0.45 ㎥ 134.85 ㎡ 485 65,402 

計 

 

  173,738 

100ｍあたり 1,737 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）取組を継続するための費用 

 「田んぼダム」に取り組むことで生じる管理費用を通常の水管理と別に算定する。 

 

 

 

 

 

 

 

   ※水田１枚（30a）当りの想定費用 

   ※点検見回りは、水位調整・ゴミ除去等を年間４回程度想定 

  

作業内容 作業時間/年 時間当り単価 維持管理費用/年 

調整板設置 5 分 1,802 円 150 

畦畔・排水桝補強 12 分 1,802 円 360 

点検・見回り 10 分 1,802 円 300 

調整板撤去 2 分 1,802 円 60 

計 29 分     870 
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 主な支援制度は以下のとおりです。 

 

  

７．支援制度 
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（１）ハード（基盤整備） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）ソフト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※あわせて効果算定等が可能な 
ソフトメニューあり 

※本県は定率支援 
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（１）静岡県の現状と今後の対応方針 

静岡県内における「田んぼダム」の取組は、袋井市における 13ha にとどまっている

のが現状です。（国土交通省が菊川水系で実施中の実証実験（掛川市１３ha）を除く） 

普及が進んでいない理由としては、 

・大規模にまとまった水田は、河川下流域に位置すること 

・県内の水田は、多くが分散しており、住宅地等と混在していること 

・県内の水田のうち、30a 程度以上に区画整理済みの割合は４９％であり、全国平均

６６％を下回ること 

等の理由が考えられます。 

一方で、流域治水の取組が始まったことから、まずは県が効果の検証や広報・普及啓発

活動を行うことで、戦略的に推進していきます。 

 

（２）水田が有する多面的機能 

 今後の農業・農村が求められる役割として、その第一義的な役割である食料生産にとど

まらず、防災・減災という多面的機能の発揮がより重要視されます。 

 農地が有する多面的機能の一つである「雨水貯留機能」を最大限に活用し、地域の治水

力を向上させるためには、適正な土地利用への理解が必要です。無秩序な水田の転用や荒

廃農地化は、周辺やその下流域の水害リスクを高めることに繋がります。 

 

（３）「田んぼダム」の効果 

 水田面積は、国土面積の約６％（静岡県では約３％）に過ぎず、流域が大きい河川等の

流量抑制効果には限界があります。 

河川流域における水田の割合が小さい場合、その効果は限定的であり、「田んぼダム」

に対する過大な期待は禁物です。 

 

（４）「田んぼダム」継続のための対応 

 雨水貯留機能を維持させるためには、定期的な点検が必要です。 

１）畦畔 

   〇やせている箇所がないか、漏水の恐れがないか、畦塗り時に点検が必要です。 

〇除草剤の使用は強度低下につながるため、草刈が理想です。 

※省力化のため、カバープランツの導入等も検討しましょう。 

２）排水桝・流出量調整器具 

   〇ゴミ詰まりや破損等がないか、通常の水管理とあわせて点検が必要です。 

  

８．留意事項 
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Q.「田んぼダム」は誰のために行うのか？ 

A.下流域にも恩恵はありますが、取組地域及びその周辺における湛水被害軽減のために

行う取組です。周辺地域の河川に近い住宅や農業・公共施設、湛水に弱い作物等を被

害から守ります。 

 

Q.稲の生育に影響はないか？ 

 A.生育段階ごとで水深や冠水・湛水時間による生育や収量への影響が心配されます。 

  検証の結果、数十年に１度の大雨の場合でも、水田の最大水深は十数 cm となりま

す。このことから、標準的な畦畔高の範囲内（３０cm 以下）で取り組むことで、被

害を最も受けやすい穂ばらみ期においても穂が水に浸かることはありません。 

 

Q.年中、流出量調整器具をつけておかなければならないか？ 

 A.年間を通して設置したままの状態にしておくことが望ましいです。 

しかし、営農優先の取組ですので、中干しや収穫前、麦・大豆の作付け時等、水田を

乾かしたい場合は、取り外していただいて構いません。 

 

Q.取組により、手間が増えるのではないか？ 

 A. 器具を設置した後は、取外す必要はありません。必要な作業は、念入りな畔塗りや

草刈り程度になります。（通常の水管理において、ゴミ詰まり等の確認を行うことが

望ましいです） 

 

Q.畦畔が崩れてしまうのではないか？ 

A.流出量調整器具の種類や設置状況等によりますが、シミュレーションの結果によれ

ば、時間 70mm 程度の降雨があっても水田水位は十数 cm 程度となるため、堅固な

畦畔を整備することで畦畔が崩れる心配はありません。 

また、継続的に実施している地区へのアンケート調査でも、畦畔が崩れるなどの被害

が生じたという回答はありませんでした。 

 

Q.排水口を小さくすることで稲わらが詰まるのではないか？ 

A.代掻き後の排水を行った際、排水桝に一時的に溜まることはありますが、水位が上が

ると稲わらも浮き上がるため、排水には支障ありません。 

ただし、実施している農業者の方から代掻き時は詰まりやすいといった声も聞かれる

ことから気を付ける必要はあります。 

 

  

９．Q＆A 
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◆静岡県農業農村整備みらいプラン（2022～2025） 

 

 

  

参考資料 
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◆県内における「田んぼダム」候補地 

 マニュアル３（１）の条件に基づき選定した「田んぼダム」の効果発現が期待できる候

補地は以下のとおりです。 

 ※GIS を活用して選定したことに加え、選定条件が農林事務所ごとで異なっております 

 

NO 農林事務所 候補地数 面積（ha） 

1 賀茂農林事務所 2 15.1 

2 東部農林事務所 11 294.0 

3 富士農林事務所 1 13.7 

4 中部農林事務所 1 5.0 

5 志太榛原農林事務所 19 270.4 

6 中遠農林事務所 4 591.0 

7 西部農林事務所 8 159.7 

計 46 1348.9 

 

 

 

 

 

  

- 23 -



 

  

- 24 -



◆各種アンケート結果 

１．全国調査（令和４年７月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．県内市町対象アンケート（令和３年３月） 
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３．県内多面的機能支払交付金活動組織対象アンケート（令和５年１月） 

 県内の多面的機能支払交付金活動組織のうち、水田面積が 20ha 以上の８４組織を対

象にアンケート調査を実施しました。（回答５７組織） 
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◆製品事例 
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【引用：アゼックス株式会社 HP】 
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【引用：東北興商株式会社 HP】 
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【引用：トーヨー産業株式会社 HP】 
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【引用：株式会社ケンチ HP】 
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◆説明資料（概要版） 
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◆県内事例（袋井市） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

- 47 -


